
今後の展開

成果と課題

目指す姿・期待する効果

島の課題

スマートアイランド推進実証調査 結果概要

隠岐の島デジタル世代によるコミュニティデザイン

《主な実証内容》

調査体制 主な取組概要

学びの循環により島への愛着を育み、将来に向かって一歩
踏み出せる社会をつくります。

●リアルとリモート（島外応援者たちが参加）のハイブリッ
ド授業を行い、子どもたちとその保護者にWebアンケート
調査によって、その有効性等を評価・検証する。

●子どもが家と学校以外で集まることができるサードプレイ
スを、子どもから大人まで集まる「まちの拠点」と「仮想
空間」に整備し、拠点でのイベント時にWebアンケートを
実施し、その有効性等を評価・検証する。

●島の支援者の関わり方の内容や、関わる人の可能性につい
て、港でWebアンケート調査を行い、その有効性を評価・
検証する。

《概 要》

隠岐の島
（島根県 隠岐の島町）

主な実証結果

主な実証内容・検証項目

2022年度 2023年度～2024年度 2025年度以降

・実証調査の実施

・本格運用開始（教え合いの継続、仮想空間技術

の再検討、アンケートによる定点観測、多様性のある

授業実施体制など）

・全国への横展開（最終到達

点として島への愛着が生まれ、島

を越えたかかわり方の醸成）

今年度の実証で分かったことを今後に活かし、最終到達点である「島への愛着」
が育まれ島を越えたかかわり方が広がることを実現します。
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株式会社アテナ

隠岐の島町

一般社団法人コンセンサス

・コーディネーターズ

SUGAWARADAISUKE－

上條・福島設計共同企業体

ジョルダン株式会社

略称 OCDC その他関係者が協力

●港周辺の空洞化が発生：西郷港周辺が島のエントランスとして賑わいを失う
●コミュニケーシ ョンの場不足：小中高生は、学校と家以外で友だちと話す場所がない
●若年層の島外流出：島外から高校の寮に入って学ぶ学生がいる一方で

高校から島外の学校へ行きそのまま進学・就職してしまう

ビジョン

考える ⇒ 話し合う ⇒ 伝える

ことで

将来に向かって一歩踏み出せる社会をつくる

隠岐の島デジタル世代による
コミュニティデザインコンソーシアム

【OCDC】の目指すところ

人とICT技術の両輪で解決できる
ところを目指します

コミュニケー
ション技術

人だからこそ
解決できること

新技術

デジタル
仮想空間
メタバース

ビジョンの先に見える目標

「島への愛着 」が 

●若年層の流出を防ぐ
●応援する島外のひとたちの
関わり代を広げる

【ビジョンの考え方】
●遠隔教育により、小学生、中学生、高校生、島
内外の大人が互いに考え、話し合い、伝えるスキ
ルを磨き、学びを共有する習慣を身につけます。

●学んだことを「あたりまえ」に地域に還元することで、
島内外の子どもから大人まで「島への愛着心」が
増加していきます。

●多様なひとと共に「コミュニケーション技術」と「新技
術」に触れることで、社会との接点をつくります。

●将来に向かって踏み出し、島への愛着を持つひと
たちの関わり代を広げていきます。

○小学校

○中学校

○高校

大人

学びを共有する習慣

●ハイブリッド授業（小学校・中学校・高校・地権者の方の話し合い）
・遠隔授業（リモートによる島外の応援者たちの参加）
・リアル授業（ファシリテーターの仕切りは現地でリアルに）
・サポート体制（学校関係者や役場のいろいろな課の人たちの協力と参画）

意識
づくり

場
づくり

●拠点でメタバース体験（子どもから大人まで仮想空間体験）
・高校生と仮想空間で子どもから大人まで体験できる内容を企画
・町の協力で拠点空間を確保
・大型ディスプレイ、PC、タブレットを設置し、集まった人たちが教え合い、
学びながら仮想空間の更新を行う場を設置

Webアンケートで、意識変容を実証

関わり代
づくり

●帰省客や島外の支援者に対し可能性を調査
・ﾌｪﾘｰﾀｰﾐﾅﾙで乗船者にWebアンケートによる調査を行う
・対象は、島出身で島外居住者、ビジネス客、観光客、島民
・来島の目的や隠岐の島町とのかかわり方、隠岐の島町を応援するとしたら何ができるかなど

Webアンケートで、可能性を実証

Webアンケートで、意識変容を実証

●成果：ハイブリッド授業では多様な大人の話を聞くことでまちづくりに興味を持つことはできた。
仮想空間では子どもから大人まで同じ空間で教え合うことへの満足度は高く、今後は仮想空間の中に広げる可能性を
感じた。関わり代調査ではハイブリッド授業のコンテンツに関わることができる可能性を感じた。
●課題：今回の実証では、ハイブリッド授業や仮想空間での体験がダイレクトに島への愛着および将来の定住に繋が
ったとはいえないが、今後も続けていく場合には関わり代を持つ人の多様性いよって「コンテンツの魅力化」を図っ
ていく必要がある。

●意識づくりでは、島外の人の話しを聞いてまちに興味を持つようになったり、親子で西郷港周辺の未来について話
す機会が増えたり、子どもの将来について考えるようになる等意識変容が生まれた。
●場づくりでは、パソコンやタブレットを使って子どもから大人まで一緒に話ができるのがよかったという学び合い
への評価があった。
●関わり代づくりでは、島出身で今は島外居住の人などが熱い思いを持っていることを確認。また、社会人としての
仕事の内容の紹介や人生経験について話すことができると回答した人が多い。


